
第４章 本計画を進めるに当たって 
 

１ 計画実現に向けた体制 

（１） 組織体制 

   ワーキンググループ（庁内連絡協議会）として県庁内の関係部局各課の担当者が 

会議を開催し、計画の進捗状況について検討し、検討委員会及びスポーツ推進審議

会に報告します。そしてスポーツ推進審議会において、諮問し審議された内容を教

育委員会で決議することで推進計画の進行管理を図ります。 

 

【 ワーキンググループ 】 

ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 長  教育庁教育振興部体育課スポーツ推進室長 

ワーキング 

グループ 

構 成 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育庁企画管理部教育政策課教育立県推進室企画班 

 教育庁教育振興部生涯学習課学校・家庭・地域連携室 

 教育庁教育振興部学校安全保健課給食班 

教育庁教育振興部学習指導課教育課程室 

 教育庁教育振興部特別支援教育課教育課程指導室 

 教育庁教育振興部体育課施設・調整班 

 教育庁教育振興部体育課学校体育班 

 教育庁教育振興部体育課スポーツ推進室生涯スポーツ班 

 教育庁教育振興部体育課スポーツ推進室競技スポーツ班 

 教育庁教育振興部体育課スポーツ推進室 

オリンピック・パラリンピックアスリート強化・支援班 

教育庁教育振興部体育課ちばアクアラインマラソン準備室 

 環境生活部開催準備課戦略推進班 

 環境生活部事前キャンプ・大会競技支援課機運醸成・大会競技支援班 

 健康福祉部健康づくり支援課地域健康づくり班 

 健康福祉部高齢者福祉課生きがい活動推進班 

 健康福祉部障害者福祉推進課障害保健福祉推進班 

 商工労働部観光企画課オール千葉おもてなし推進班 

 県土整備部公園緑地課県立公園室 

 農林水産部安全農業推進課食育推進班 

    

【 検討委員会 】 ワーキンググループ構成員の所属課長により構成される。 

 

 

（２） 計画の推進 

    本計画に掲げる取組は、県が牽引役となり、市町村、関係団体、民間企業、身近 

なスポーツ資源及び県民の皆様等と協力・連携し、計画を効率的かつ効果的に推進 

します。 

 



（３） 体育・スポーツ関係団体との連携・協同 

    スポーツの推進に重要な役割を担う公益財団法人千葉県スポーツ協会、千葉県ス

ポーツ推進連合会、学校体育団体、千葉県レクリエーション協会、一般社団法人千

葉県障がい者スポーツ協会等と連携を図ります。 

 

２ 計画の進捗状況の把握と点検・評価 

（１） 推進計画の進捗状況の評価は、施策目標の達成状況を客観的に把握・評価するた

め、「目標指標」を用いて行います。 

（２） 「県民の運動・スポーツに関するアンケート調査」等を定期的に実施し、施策の

拡充や見直し等の検討材料とします。 

（３） 実施状況等を県教育委員会が取りまとめ、千葉県スポーツ推進審議会に諮り、計

画の有効性を高めながら、次年度以降の取り組みに反映させて推進してまいります。 

 

おわりに 

 

本計画策定に当たりまして、御尽力をいただきました千葉県スポーツ推進審議会委員の

皆様をはじめ、貴重な御意見をお寄せくださいました県民の皆様方、また多くの関係者の

方々に感謝申し上げます。 

 

 

千葉県スポーツ推進審議会委員名簿 

 

（平成３０年６月２３日現在） 

№ 氏    名 所  属  役  職  名  等 役 職 

１ 大野 敬三 公益財団法人日本スポーツ協会常務理事 
公益財団法人千葉県スポーツ協会理事長 

会 長 

２ 黒川 仁美 公益財団法人日本オリンピック委員会  
オリンピック・ムーブメント推進部 部長代理 

副会長 

３ 高坂 俊介 （株）千葉ロッテマリーンズ 事業本部 
マーケティング部 部長 

委  員 

４ 高橋 直子 管理栄養士、ちばジュニア育成栄養相談員 委  員 

５ 寺山 由美 筑波大学 准教授 委 員 

６ 浪越 一喜 帝京大学 教授 委  員 

７ 畑佐 耕一郎 学校法人畑佐学園 しんめい幼稚園長 委  員 

８ 花岡 伸和 アテネパラリンピック車いすマラソン6位 委  員 

９ 本間 奈々絵 アトランタオリンピック フェンシング エペ 出場 委  員 

10 涌井 佐和子 順天堂大学 先任准教授 委 員 

 委員任期：平成３０年６月２３日～令和２年６月２２日 

  

 


